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主査および副査により論文の内容を確認するとともに、 2011 年 7 月 27 日に、大学院教育情報学
教育部内において 20 分の口頭発表および 20 分の質疑応答による博士論文本審査会を実施した。
その結果、下記に示す事項が確認された。



















4) 第 4 章では、発表者の聴衆観察力の育成を支援する情報システムの提案を行なっている。その
結果、初学者はビデオを利用して聴衆の反応は確認できるが、それをプレゼンテーションの改善
に活かすことは難しいことが明らかとなった。
5) 第 5 章では、プレゼンテーションの自主学習を支援する電子教材の提案を行い、その有効性を
確認している。
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以上の結果は、本論文が提案する大学生のプレゼンテーション能力育成のための情報システム
及び授業方法の有用性を示すものであり、大いに評価できる。特にプレゼンテーション能力の定
義と、その定義に基づいた能力の育成に関して、新規性、有用性とも高いと判断される。よって、
本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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